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埼玉労山 第２回評議会報告 
［日時］ ２０１３年１月２７日(日) 午後１時３０分～４時３０分 

［場所］ 高鼻コミュニティセンター 

  今期の主な県連活動報告と各委員会の活動報告、ブロック活動の報告 

そして来期活動に向けての組織拡大と強化に向けた事故防止と安全登山等の 

４6 期の大まかな活動方針の骨子が提案され、総会議案として承認されました。 

 

 

  

 

   挨拶する 武笠理事長 
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去
る
一
月
二
十
七
日
、
大
宮
の
高

鼻
コ
ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、

埼
玉
県
勤
労
者
山
岳
連
盟
第
二
回
評

議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

開
会
挨
拶
後
、
議
長
に
飯
塚
氏
（
秩

父
ア
ル
ペ
ン
）
、
金
子
氏
（
三
郷
山

の
会
）
、
書
記
に
川
嶋
氏
（
日
進
山

岳
会
）
、
染
谷
氏
（
山
遊
会
ビ
ス
タ

ー
リ
）
を
選
出
。
資
格
審
査
で
は
加

盟
団
体
二
十
八
団
体
で
評
議
員
定
数

（
三
十
名
）
に
対
し
、
評
議
員
（
十

七
名
）
で
評
議
会
が
成
立
し
て
い
る

旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

武
笠
理
事
長
の
挨
拶
で
は
、
昨
年

に
引
き
続
き
、
加
盟
団
体
の
遭
難
防

止
と
安
全
登
山
、
ま
た
組
織
の
拡
大

と
強
化
を
重
点
に
県
連
活
動
に
取
り

組
ん
で
来
た
事
、
そ
し
て
総
会
に
向

け
た
準
備
を
進
め
、
今
後
も
引
き
続

き
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
継
続
し
て

行
く
旨
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

続
い
て
、
全
国
総
会
で
承
認
さ
れ
な

が
ら
も
実
施
に
あ
た
り
順
延
さ
れ
て

い
た
「
個
人
会
員
制
度
」
い
よ
い
よ

ス
タ
ー
ト
し
、
個
人
会
員
向
け
の
管

理
シ
ス
テ
ム
利
用
と
同
時
に
一
般
会

員
も
含
め
た
「
労
山
シ
ス
テ
ム
」
の

運
用
も
開
始
さ
れ
た
事
の
報
告
が
あ

り
、
個
人
デ
ー
タ
自
動
的
管
理
と
山

行
経
歴
等
の
把
握
さ
ら
に
は
、
山
行

中
の
情
報
や
下
山
報
告
の
受
理
シ
ス

テ
ム
等
の
応
用
も
可
能
と
な
り
、
事

故
対
策
や
処
理
に
も
大
い
に
期
待
出

来
る
と
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。
（
詳

細
は
全
国
臨
時
総
会
で
討
議
・
決
定
） 

 

＠
県
連
活
動
報
告
と
し
て 

今
期
の
主
な
活
動
方
針
で
あ
る
組

織
拡
大
に
つ
い
て
は
、
Ｈ
Ｐ
や
登
山

学
校
を
通
し
、
若
者
や
中
高
年
登
山

者
へ
積
極
的
な
働
き
か
け
を
行
っ
た
。

ま
た
全
国
連
盟
が
作
成
し
た
個
人
会

員
募
集
パ
ン
フ
や
ポ
ス
タ
ー
を
配
布

し
、
宣
伝
と
会
員
拡
大
に
努
め
ま
し

た
。 事

故
防
止
活
動
で
は
、
安
全
登
山

の
柱
を
確
立
す
る
為
の
恒
例
と
な
っ

た
「
安
全
登
山
講
演
会
」
の
開
催
や

「
登
山
学
校
」
、
「
遭
難
防
止
・
安

全
教
育
担
当
者
会
議
」
や
「
救
助
隊

活
動
」
が
定
着
し
、
安
全
意
識
の
高

揚
と
啓
発
が
す
す
め
ら
れ
、
今
後
も

引
き
続
き
継
続
し
て
行
き
た
い
と
報

告
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
他
、
震
災
支
援
活
動
も
多
く

の
会
や
個
人
の
協
力
に
よ
り
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
が
、
県
連
と

し
て
は
実
施
で
き
な
い
ま
ま
終
え
て

し
ま
い
ま
し
た
。 

 ＠
専
門
委
員
会
報
告 

第
二
号
議
案
の
専
門
委
員
会
活
動

報
告
が
各
担
当
者
よ
り
報
告
が
な
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
の
一
年
間
の
活
動
内

容
の
報
告
が
あ
り
、
ま
た
来
期
の
活

動
に
向
け
た
方
針
と
取
り
組
み
等
の

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。 

【
事
務
局
】
加
盟
団
体2

8
団
体 

会
員
数6

3
4

名1
3

名
増 

理
事
会(

1
3

回)

三
役
会
議(

1
2

回)
 

会
議
の
効
率
化
と
電
子
化
報
告
に 

【
遭
難
防
止
・
安
全
教
育
担
当
】 

春
山
登
山
事
故
防
止
メ
ッ
セ
ー
ジ 

安
全
教
育
担
当
会
議
（6

月
、1

月
）
、

安
全
登
山
講
演
会1

1
/
1
8

（
日
）
高

鼻
コ
ミ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー 

4
0

名

参
加
（
登
山
時
報
２
月
号
掲
載
） 

【
自
然
保
護
委
員
会
】4

/
2
2

足
尾
植

樹(

県
連
全
体1

0

団
体7

0

名
参
加)

 

5
/
2
7

ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク(

2
2

団
体

2
0
6

名
、1

9
3

㎏)
1
0
/
2
7

～2
8

関
東

自
然
保
護
交
流
集
会
参
加(

千
葉)

 

他 

登
山
道
放
射
能
測
定
と
東
北
支

援
活
動
参
加
。 

【
女
性
】
委
員
会
開
催
（5

回
）5

/
1
7
 

女
性
体
力
測
定
参
加(

7

名)

、6
/
1
0

女
性
安
全
登
山
講
習
会
参
加
（8

名
）

第1
2

回
東
日
本
女
性
登
山
交
流
集

会
（2

0

名
参
加
）
。 

【
ハ
イ
キ
ン
グ
】
委
員
会
開
催
（
パ

ル
コ
）5

回
、
全
国

H
C

学
校
参
加

(
9
/
2
2

～2
3
)
2
/
1
7

初
級
地
図
読
み

（ 
1
1

名
）3

/
3

中
級
地
図
読
み
（1

2

名
）
講
習
会
実
施
。 

【
機
関
紙
】1

7
6

～1
8
3

号
発
行
。
委

員
会
体
制
・
編
集
会
議
開
催
無
し
。

寄
稿
原
稿
少
な
く
、
編
集
発
行
の
遅

れ
等
で
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

来
期
も
読
ま
れ
る
機
関
紙
と
内
容
豊

か
な
機
関
紙
づ
く
り
と
編
集
や
印
刷

軽
減
と
効
率
化
を
め
ざ
し
ま
す
。 

【
海
外
】
海
外
委
員
会
開
催
は
実
施

出
来
ず
。
情
報
収
集
や
提
供
で
加
盟

団
体
か
ら
多
く
の
海
外
登
山
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。 

【
岩
ネ
ッ
ト
】
講
師
に
水
谷
氏
の
協

力
を
得
て
、
今
期
は
積
極
的
に
初
級

者
の
技
術
講
習
と
」
交
流
を
目
的
に

日
和
田
山R

C
T

で
実
地
。
雨
で
中
止

さ
れ
た9

月
以
外
、1

0

回
延
べ
参
加 

8
0

名 

で
し
た
。 

【
沢
ネ
ッ
ト
】8

/
2
5

～2
6

大
滑
沢 

(
5

名)
9
/
2
9
~

秋
の
沢
登
り
（
中
止
） 

【
雪
山
】
・3

/
3
0

～3
1

初
級
「
雪
山

に
泊
ま
ろ
う
」
黒
姫
山 

4
/
2
0

～2
1
 

中
級
：
雪
稜
「
テ
ン
ト
泊
」
日
白
山 

【
山
ス
キ
ー
】3

/
3
 

日
白
山 

1
4

名 

【
救
助
隊
】
①
役
員
会
（6

回
） 

②
訓
練
・
学
習
活
動 

5
/
1
3

妙
義

R
C
T
 9

名
、7

/
9

・2
2

沢
技
術
机
上
・

実
技(

1
1

名)
1
0
/
2
0

・2
1

セ
ル
フ
レ

ス
キ
ュ
ー
机
上
・
実
技
（2

0

名
）

1
0
/
2
2

岩
搬
出
学
習
会
（9

名
）1

2
/
3

雪
上
技
術
学
習
会(

8

名)

岩
雪
実
技

中
止
。
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
深
雪
は
順
延
。 

組
織
レ
ス
キ
ュ
ー
技
術
向
上
を
計
り
、

併
せ
て
隊
員
個
々
の
技
術
向
上
を
充

実
と
緊
急
出
動
体
制
を
確
実
な
も
の

に
し
ま
し
た
。
隊
員 

２
９
名 

【
登
山
学
校
】
年
間
受
講
者
二
十
四

名
、
運
営
委
員
十
二
名
全
講
座
終
了
。 

2
/
2

閉
校
式
。
各
講
座
前
の
運
営
委

員
会
実
施
。
ま
た
受
講
者
も
会
員
・

一
般
混
合
で
経
験
・
年
齢
も
ば
ら
ば

ら
で
し
た
が
班
編
成
と
役
割
担
当
等

で
自
信
と
受
講
生
や
運
営
委
員
と
の

交
流
が
出
来
た
。
来
期
も
体
制
維
持

新
た
な
山
域
・
コ
ー
ス
の
開
拓
、
構

座
の
実
施
方
法
等
を
再
検
討
し
、
レ
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第１７５号     ２０１２年   １月  ７日（土）発行                    埼  玉  労  山      （２）  

 

 

第
十
五
回
遭
難
防
止 

安
全
教
育
担
当
者
会
議
報
告 

 

 

ハイキング委員会 主催 

地図読み実技講習会 

  ①２５年２月１７日（日） 初級 

奥多摩・青梅丘陵  

   ＊好評の内に無事終えました。（11 名） 

②２５年３月 ３日（日）  中級 

   奥多摩・高水三山  

＊講師  「平塚 晶人氏」、他 

   

 

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。 

【
Ｈ
Ｐ
】
掲
載
内
容
工
夫
・
更
新
を

実
施
。
各
委
員
会H

P

担
当
者
決
定
、

県
連
か
ら
の
情
報
提
供
と
活
動
の
掲

載
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
加
盟
団
体

の
Ｈ
Ｐ
利
用
・
情
報
更
新
を
呼
び
か

け
、
閲
覧
数
を
増
や
す
努
力
を
し
ま

し
た
。
引
き
続
き
、
情
報
提
供
を
。 

 

【
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
】 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

西
部
…
ブ
ロ
ッ
ク
会
議(

 

回)
 

・
足
尾
植
樹 

4
/
2
2
 
6

団
体3

9

名 

高
麗
川
交
流
ハ
イ
ク 

1
1
/
1
8
 
 

7

団
体5

2

名
、
玉
原
ス
ノ
ー
シ
ュ

ー
交
流 

2
/
2
4
 
4
4

名 

南
部
…
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（1

1

回
） 

・
赤
城
鈴
ヶ
岳
交
流
ハ
イ
ク 

1
9

名

玉
原
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
交
流 

2
/
2
4
 

1
9

名
、
ワ
ー
ル
ドﾋ

ﾟ
ｰ
ｸ

ス
脱
退
。 

中
部
…
ブ
ロ
ッ
ク
会
議(

3

回)
 

・
雪
山
交
流 

3
/
1
6

～1
7

阿
能
川
岳 

北
部
…
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
無
し
） 

 

そ
の
他
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
ク
リ

ー
ン
ハ
イ
ク
等
の
取
り
組
み
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。 

＠
第
四
十
六
期
活
動
方
針
案 

評
議
会
に
於
い
て
、
第
四
十
六
期
総

会
の
議
案
の
提
案
と
大
ま
か
な
活
動

方
針
の
骨
子
が 

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
と
同
様
に
、
①
組
織
拡
大 

②
個

人
会
員
加
入
制
度 

③
新
特
別
基
金 

④
事
故
防
止 

⑤
各
ネ
ッ
ト
活
動
の

充
実 

⑥
埼
玉
労
山
震
災
支
援
活
動

⑦
そ
の
他 

 

こ
の
中
で
も
、
会
員
拡
大
と
個
人

会
員
加
入
制
度
（
労
山
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
）
に
つ
い
て
、「
労
山
シ
ス
テ
ム
」

の
運
用
も
開
始
さ
れ
る
事
で
、
会
員

数
減
少
の
抑
制
を
図
る
為
に
も
会
員

の
知
恵
を
出
し
合
い
、
登
山
の
魅
力

を
語
り
合
え
る
山
仲
間
を
作
る
。
若

い
人
を
受
け
入
れ
る
会
・
ク
ラ
ブ
の

体
制
作
り
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

と
し
て
い
ま
す
。
登
山
学
校
を
中
心

と
し
て
ま
た
安
全
登
山
の
普
及
と
啓

蒙
活
動
を
継
続
し
て
行
く
事
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。 

各 

専
門
委
員
会
・
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ

い
て
は
省
略
し
ま
す
。 

 

＠
そ
の
他 

議
題
に
関
す
る
質
疑
と
要
望
事
項 

【
県
連
活
動
へ
】 

①
総
会
代
議
員
定
数
の
確
認 

総
会
代
議
員
の
定
数
決
定
が
、
全

国
連
盟
届
出
（
前
年
度
の1

1

月
末
）

会
員
数
の
為
、
今
期
の
会
員
数
で

の
改
正
希
望
あ
り
。
理
事
会
で
検

討
す
る
事
と
し
ま
し
た
。 

②
そ
の
他 

お
知
ら
せ 

 

・
第
四
十
六
期
県
連
総
会 

 
 

 
 

3
/
2
4
 
 
A
M
9
:
3
0

～ 

 
 

 

浦
和
コ
ミ
セ
ン
第1

3

集
会
室 

最
後
に
、
議
長
・
書
記
を
解
任
し

て
第
二
回
評
議
会
を
終
え
ま
し
た
。 

以
上
、
報
告
な
ら
び
提
案
さ
れ
た
方

針
案
の
内
容
は
、
拍
手
で
も
っ
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。 

       

   

期
日
：1

月2
7

日
（
日
） 

9

：3
0

～1
2
:
0
0
 

場
所
：
高
鼻
コ
ミ
セ
ン 

出
席
：1

3

団
体2

0

名 

 

県
連
理
事7

名 

含 

 

今
回
は
年
末
年
始
の
豪
雪
と
悪
天

に
よ
る
多
発
し
た
冬
山
遭
難
事
故
報

道
記
事
、
ま
た
こ
れ
ま
で
に
寄
せ
ら

れ
た
「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
例
」
か
ら

事
故
原
因
や
そ
の
状
況
等
の
検
討
を

行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
個
人
会
員
加
入
制
度
（
労

山
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
）
が
ス
タ
ー
ト
し

「
労
山
安
全
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
」

も
運
用
さ
れ
る
事
か
ら
、
徳
重
博
文

救
助
隊
長
よ
り
、
シ
ス
テ
ム
の
説
明

と
運
用
方
法
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。 

 

そ
の
他
、
会
で
経
験
し
た
事
故
事 

例
と
し
て
、
埜
歩
歩
富
士
見
山
の
会 

 

 

会
津
駒
ヶ
岳
・
下
の
沢
遭
難
事
故
報

告
書
を
も
と
に
、
事
故
に
つ
い
て
話

し
合
わ
れ
た
。 

最
後
に
、
登
山
と
ア
マ
チ
ュ
ア
無

線
の
関
係
、
特
に
遭
難
時
に
お
け
る

非
常
通
信
の
在
り
方
に
つ
い
て
話
題

と
な
り
、
日
和
田
ア
ル
パ
イ
ン
・
甲

斐
さ
ん
よ
り
冊
子
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
内
容
を
検
討
し
た
上
で
、
総
会

資
料
と
し
て
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
。 

 

引
き
続
き
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
報
告

書
は
適
宜
、
遭
難
防
止
・
安
全
教
育

委
員
会
ま
で
提
出
し
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
担
当
理
事 

尾
手
） 

      

                                        

                                        

第１８４号     ２０１３年   ３月 ３日（日）発行          埼  玉  労  山      （  ２  ）     

 

 

１ 期 日  ２０１３年３月３日（日）           

２ 山 域  新潟県日白山（２万５千図：土樽） 

３ 目 的 ・山スキー愛好労山会員の親睦、山スキー技術の向上 

４ 参加資格・埼玉労山加盟団体の会員、遭対基金５口以上加入 

・山スキー用具一式を用意できること（雪崩ビーコン含む） 

      ・ボーゲンターンなど、スキーの基礎技術があること 

      ・アイゼン登行技術を有していること 

５ 行 程  二居集落 830ｍ～地王堂川～日白山 1631ｍ～往路を戻る 

       ※参加者でパーティ行動、会内で仲間がいない方もＯＫです 

６ 集合場所 二居集落 宿場の湯（駐車場） 午前８時 

７ 装  備  冬用基本装備（ヤッケ、目出帽、オーバーグローブ、スパッツ等） 

         山スキー装備一式、アイゼン、ビーコン、ゾンデ、スコップ 

※個人装備等については、別途相談します。 

８ 申し込み・問い合わせ  

熊谷トレッキング同人 宮田幸男 

        携帯    090-2721-0949 （午後８時以降） 

                E-mail   miyatan182@leaf.ocn.ne.jp 

 

埼玉労山主催 

“雪山ネットワーク”  

山行案内！ 

①黒姫山（雪山初級・テント泊） 

「1500ｍ付近のブナ林にテントを張り、頂上

（2053ｍ）を往復します」 

月日 3 月 30 日(土) ～ 3 月 31 日(日) 

＊打合せ会：3/18(月)19 時 30 分 パルコ 9F 

②上越・日白山 （雪山中級・雪洞泊） 

「雪洞づくり・体験が行動の中心となります。 

登頂は、時間・天気によります」 

月日 4 月 20 日(土) ～ 4 月 21 日(日) 

＊打合せ会：4/15(月)19 時 30 分パルコ 9F 

【問合せ・申し込み先】  

担当理事 徳重博文 (大宮労山) 救助隊長 

TEL 048-664-6154 携帯 090-8841-6482 
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 机上講習で 

 

 

 

  峰の茶屋をめざして 

 

 

第
８
回
講
座 

「
雪
山
入
門
」
を
受
講
し
て 

受
講
者 

中
川
昌
行 

記 

 

【
机
上
講
習
】 

 

今
年
の
正
月
に
は
多
く
の
山
岳
遭

難
事
故
が
発
生
し
、
講
習
は
し
っ
か

り
聞
か
な
け
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
で

参
加
し
た
。 

講
座
で
は
、
軽
部
先
生
か
ら
雪
山

で
の
装
備
と
そ
の
使
い
方
、
ア
イ
ゼ

ン
を
使
っ
た
歩
き
方
、
悪
天
候
時
の

対
処
法
、
雪
崩
の
原
理
と
対
処
法
、

低
温
下
で
の
危
険
な
ど
を
実
体
験
な

ど
を
交
え
な
が
ら
お
話
し
い
た
だ
い

た
。
特
に
登
山
学
校
に
入
校
す
る
き

っ
か
け
と
な
っ
た
歩
き
方
で
は
、
夏

山
で
の
歩
き
方
と
の
違
い
を
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
た
。 

装
備
で
は
、
翌
日
の
自
分
の
装
備

(

夏
山
装
備
に
毛
が
生
え
た
程
度)

と

比
べ
な
が
ら
聞
い
て
い
る
と
少
し
不

安
に
な
っ
て
き
た
。
講
習
終
了
後
、

目
出
帽
だ
け
は
購
入
し
よ
う
か
と
店

を
覗
く
が
お
い
て
な
か
っ
た
の
で
、

そ
の
ま
ま
翌
日
へ
。 

午
後
の
後
半
で
は
、
高
橋
先
生
か

ら
雪
崩
に
あ
っ
た
時
の
捜
索
に
使
う

ビ
ー
コ
ン
の
使
い
方
を
教
わ
っ
た
。 

実
際
に
雪
崩
に
合
わ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
大
事
で
は
あ
る
が
、
そ
の

後
の
対
処
ま
で
知
識
と
し
て
持
っ
て

お
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し

た
。 

 

【
実
技
講
習
】 

 

前
日
に
那
須
岳
付
近
の
予
想
天
気

を
ネ
ッ
ト
で
確
認
し
た
と
こ
と
で
は
、

山
頂
付
近
の
気
温-

1
0

℃
、
風
速

2
3

メ
ー
ト
ル
、
曇
り
。 

体
感
気
温
は-

3
0

℃
以
下
に
な
る
の

で
、
本
当
に
こ
の
装
備
で
大
丈
夫
か

少
し
不
安
に
な
っ
た
。
不
安
な
装
備

は
、
目
出
帽
、
ス
パ
ッ
ツ
無
し
。
手

袋
は
数
年
前
の
ス
キ
ー
用
。
防
寒
着

は
、
数
年
前
の
防
寒
コ
ー
ト
。 

東
武
東
上
線
の
柳
瀬
川
か
ら
貸
切

バ
ス
で
出
発
。
天
気
は
、
快
晴
。
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
が
き
れ
い
に
見
え
た
。 

バ
ス
の
中
で
は
、
雪
山
登
山
講
習
の

D
V
D

で
復
習
。
気
象
状
況
に
不
安
を

感
じ
な
が
ら
こ
ん
な
に
穏
や
か
な
ら

い
い
な
と
思
っ
た
。 

那
須
の
イ
ン
タ
ー
に
近
づ
く
に
つ

れ
バ
ス
が
左
右
に
揺
れ
て
い
る
の
を

感
じ
、
回
り
の
木
を
見
る
と
か
な
り

強
い
風
が
吹
い
て
い
る
の
が
わ
か
っ

た
。
準
備
を
行
う
「
お
菓
子
の
城
」

駐
車
場
で
は
、
強
風
で
雪
が
舞
っ
て

い
た
。 

防
寒
着
の
下
に
は
、
セ
ー
タ
ー
を

着
る
こ
と
に
し
た
。
ズ
ボ
ン
は
、
合

羽
を
着
こ
み
ス
パ
ッ
ツ
の
代
わ
り
に

足
首
を
合
羽
と
ズ
ボ
ン
の
ゴ
ム
で
し

っ
か
り
と
締
め
た
。
靴
下
は
、
一
枚

の
ま
ま
と
二
枚
重
ね
を
悩
ん
だ
末
、

一
枚
の
み
と
し
た
。 

再
び
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
大
丸
温

泉
へ
向
か
う
。
車
内
は
緊
張
し
た
雰

囲
気
が
流
れ
て
い
た
。
押
し
固
め
ら

れ
た
雪
の
駐
車
場
に
到
着
し
、
転
ば

な
い
よ
う
に
下
車
。
風
で
雪
が
舞
っ

て
い
る
。
気
温
は-

5

℃
。 

す
ぐ
に
ア
イ
ゼ
ン(

私
は
六
本
爪

の
軽
ア
イ
ゼ
ン)

を
つ
け
、
班
ご
と
に

登
山
を
開
始
し
た
。
準
備
運
動
は
強

風
の
た
め
行
わ
ず
、
ゆ
っ
く
り
歩
く

こ
と
で
代
用
と
な
り
、
ゆ
っ
く
り
と

雪
の
中
を
登
っ
て
い
っ
た
。 

途
中
、
道
路
を
横
切
る
と
こ
ろ
で

耐
風
姿
勢
の
練
習
を
し
た
。 

ザ
ッ
ク
を
揺
す
っ
て
強
風
に
耐
え
ら

れ
る
か
確
認
。
最
初
は
耐
え
る
が
、

突
然
力
の
方
向
を
変
え
ら
れ
前
に
つ

ん
の
め
っ
た
。
足
の
開
き
方
と
ピ
ッ

ケ
ル
へ
の
体
重
の
か
け
方
が
不
足
し

て
い
る
の
か
と
感
じ
た
が
、
高
橋
先

生
か
ら
「8

0

点
」
と
言
わ
れ
何
と
か

な
る
か
と
少
し
安
心
。 

ロ
ー
プ
ー
ウ
ェ
ー
の
建
物
で
小
休

止
を
と
っ
た
。
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
い

る
の
に
体
か
ら
は
、
汗
が
噴
き
出
し

て
き
て
い
た
の
で
セ
ー
タ
ー
を
脱
い

だ
。 峠

の
茶
屋
跡
駐
車
場
で
は
、
雪
が

な
く
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
上
は
一
面

の
氷
が
は
っ
て
い
た
。
ア
イ
ゼ
ン
を

つ
け
て
い
る
お
か
げ
で
、
滑
る
こ
と

も
な
く
進
む
こ
と
が
で
き
た
。 

し
か
し
、
遮
る
も
の
が
な
い
の
で
、

フ
ー
ド
は
し
て
も
風
と
巻
き
上
が
っ

た
雪
が
も
ろ
に
顔
に
あ
た
っ
た
。 

ゆ
っ
く
り
と
登
っ
て
い
く
と
鳥
居

が
現
れ
た
が
、
雪
が
積
も
っ
て
い
て

潜
れ
ず
脇
を
通
っ
た
。
こ
の
あ
た
り

か
ら
時
々
足
が
雪
に
突
き
刺
さ
っ
て

倒
れ
そ
う
に
な
り
、
雪
が
深
い
こ
と

を
実
感
し
た
。 

ま
た
、
雪
が
深
い
と
こ
ろ
は
、
風
が

あ
ま
り
強
く
な
く
舞
い
上
が
っ
た
雪

だ
け
が
落
ち
て
き
て
い
た
。 

樹
林
帯
が
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
に
出

た
途
端
、
強
風
に
見
舞
わ
れ
た
。
そ

の
た
め
か
、
雪
が
な
く
岩
が
見
え
て

い
る
。 

耐
風
姿
勢
の
重
要
性
を
認
識
で
き
た
。 

駒
崎
先
生
か
ら
一
方
向
か
ら
風
を
受

け
な
い
よ
う
に
注
意
が
飛
ぶ
。
む
き

出
し
の
肌
が
凍
傷
に
な
っ
て
し
ま
わ

な
い
た
め
の
予
防
策
と
の
こ
と
。 

目
出
帽
の
必
要
性
を
感
じ
る
が
、
短

時
間
な
ら
な
く
て
も
何
と
か
な
る
の

か
な
と
も
感
じ
た
。 

運
営
委
員
で
協
議
の
結
果
、
登
山
は

こ
こ
ま
で
と
な
り
、
記
念
写
真
を
撮

っ
て
同
じ
ル
ー
ト
で
下
山
を
開
始
す

る
。
気
温
は-

1
2

℃
。 

下
山
途
中
、
左
手
に
ぼ
ん
や
り
と
那

須
岳
が
見
え
た
。 

峠
の
茶
屋
跡
駐
車
場
手
前
に
あ
る
東

屋
で
ア
イ
ゼ
ン
を
外
し
て
、
東
屋
で

行
動
食
を
と
っ
た
。 

お
に
ぎ
り
は
、
凍
っ
て
食
べ
ら
れ
な

い
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
保
温
袋
に

入
れ
て
携
行
。
無
事
凍
る
こ
と
も
な

く
食
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

保
温
袋
に
入
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

水
も
ま
だ
氷
る
こ
と
な
く
飲
め
て
い

た
。
ザ
ッ
ク
の
ポ
ケ
ッ
ト
の
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
は
、
少
し
凍
り
だ
し
た
様
子

で
し
た
。 

体
を
温
め
る
た
め
に
持
っ
て
き
た
カ

ッ
プ
味
噌
汁
は
、
寒
さ
で
箸
が
使
え

な
い
よ
う
な
気
が
し
て
手
を
出
さ
ず
。 

後
か
ら
考
え
れ
ば
、
箸
の
使
い
方
を

考
え
れ
ば
飲
め
た
の
か
と
も
思
う
。

ま
た
、
寒
い
中
で
の
食
事
は
フ
ォ
ー

ク
も
持
っ
て
い
た
方
が
便
利
な
の
か

な
と
も
感
じ
た
。 

こ
の
休
憩
で
、
行
動
が
止
ま
っ
た
せ

い
で
左
手
の
薬
指
と
左
足
の
中
指
が

痛
く
な
っ
て
く
る
。 

前
日
の
机
上
講
習
で
、
教
え
ら
れ
た

「
動
か
し
て
体
を
温
め
る
」
を
思
い

だ
し
、
手
と
足
の
指
を
開
い
た
り
閉

じ
た
り
し
て
み
た
。 

し
か
し
、
感
覚
に
変
化
は
な
い
。
そ

う
こ
う
し
て
い
る
間
に
出
発
準
備
と

な
り
、
手
の
指
は
少
し
回
復
し
て
き

た
。 

ほ
ん
の
少
し
の
運
動
で
回
復
す
る
こ

と
が
実
感
で
き
た
。 

運
営
委
員
の
方
が
掘
っ
た
雪
洞
を
横

目
で
見
つ
つ
、
東
屋
か
ら
少
し
上
に

作
ら
れ
た
「
雪
の
弱
層
テ
ス
ト
」
の

と
こ
ろ
に
移
動
し
た
。 

受
講
生
が
雪
の
柱
を
抱
き
か
か
え
る

よ
う
に
引
っ
張
り
、
簡
単
に
ず
れ
て

し
ま
う
層
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。 

弱
層
面
は
、
刀
で
切
っ
た
よ
う
に
斜

め
に
ま
っ
す
ぐ
切
れ
て
い
た
。 

「
力
は
そ
ん
な
に
強
く
ひ
か
な
か
っ

た
」
と
の
こ
と
で
、
樹
林
帯
で
な
け

れ
ば
十
分
雪
崩
の
可
能
性
が
あ
る
と

の
こ
と
。 

こ
の
後
、
二
班
は
新
雪
の
中
を
歩
き

だ
し
峠
の
茶
屋
跡
駐
車
場
の
石
垣
の

上
に
到
着
し
た
。 

何
を
す
る
の
か
と
思
っ
た
ら
ほ
ぼ
垂

直
の
石
垣
を
下
り
る
と
い
う
。
ど
う

や
っ
て
？
？
？ 

高
橋
先
生
が
、
雪
と
一
緒
に
滑
り
下

り
て
い
っ
た
。
近
く
に
雪
の
亀
裂
が

走
り
、
雪
が
崩
れ
る
の
か
と
思
っ
た

第１８４号     ２０１３年   ３月 ３日（日）発行          埼  玉  労  山      （  ３  ）     
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 まだまだ元気な 

   頼もしい受講者達！ 

 

  まだ、余裕だったが… 

 

      雪洞に入って 

 

雪崩の勉強と弱層テスト、本当

にパカッと容易に断面がずれ

ました 

が
そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
。 

同
じ
よ
う
に
滑
り
降
り
て
み
た
。
意

外
と
ス
ピ
ー
ド
は
つ
か
ず
ゆ
っ
く
り

と
雪
を
崩
し
な
が
ら
落
ち
て
い
っ
た
。

最
初
は
、
恐
怖
を
感
じ
た
が
面
白
い
。

他
の
受
講
生
は
、
雪
を
ピ
ッ
ケ
ル
で

掻
き
込
み
な
が
ら
登
っ
て
い
た
。
凍

っ
た
駐
車
場
は
、
雪
の
あ
る
と
こ
ろ

を
選
ん
で
歩
行
し
た
。
ア
イ
ゼ
ン
な

し
で
も
雪
の
あ
る
と
こ
ろ
は
滑
ら
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。 

さ
ら
に
下
っ
て
、
柳
の
枝
で
で
き
た

和
カ
ン
ジ
キ
を
ト
ラ
イ
し
た
。 

新
雪
の
上
を
歩
い
て
も
雪
に
足
が
は

ま
り
込
ん
で
い
か
ず
、
歩
き
や
す
く

て
新
雪
の
上
を
選
ん
で
歩
い
て
み
た
。 

こ
の
あ
た
り
か
ら
、
足
首
に
雪
が
入

っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
石

垣
を
滑
り
降
り
た
時
に
合
羽
が
た
く

し
あ
が
っ
て
入
っ
た
よ
う
だ
。 

ス
パ
ッ
ツ
の
必
要
性
を
確
認
で
き
、

特
に
雪
と
遊
ぶ
と
き
は
絶
対
必
要
だ
。 

ま
た
、
靴
に
は
水
が
し
み
て
き
て
い

な
い
こ
と
も
わ
か
り
、
靴
の
防
水
性

に
も
驚
い
た
。 

こ
の
後
も
数
回
、
雪
の
上
を
滑
っ
て

下
山
、
潜
る
こ
と
が
あ
り
そ
の
都
度

雪
が
侵
入
し
た
が
、
滑
っ
て
降
り
る

の
は
楽
し
く
、
童
心
に
戻
っ
た
よ
う

で
し
た
。 

こ
の
あ
た
り
か
ら
雲
が
切
れ
だ
し
、

日
が
当
た
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

下
り
坂
の
向
こ
う
に
駐
車
場
が
見
え
、

無
事
に
戻
っ
て
こ
れ
た
と
一
安
心
。 

講
師
や
運
営
委
員
の
み
な
さ
ん
か
ら
、

天
候
が
悪
く
て
山
頂
ま
で
行
け
な
く

て
も
、
安
全
な
雪
山
の
楽
し
み
方
を

教
わ
っ
た
よ
う
な
実
技
講
習
で
し
た
。 

最
後
の
講
習
ま
で
長
い
間
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

「
雪
山
入
門
」
を
受
講
し
て 

受
講
者 

松
本 

孝
子 

記 
【
机
上
講
習
】 

 

軽
部
先
生
作
成
の
『
雪
山
入
門
講

座
』
の
テ
キ
ス
ト
を
受
け
取
り
登
山

学
校
、
最
後
の
机
上
授
業
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

登
山
初
心
者
の
私
に
は

雪
山
は
怖
い
！
雪
山
＝
遭
難
し
か
頭

に
浮
か
び
ま
せ
ん
・
・
・
寒
い
時
に

も
っ
と
寒
い
雪
山
に
行
く
な
ん
て
何

で

か

し

ら

？

理

解

に

苦

し

み

ま

す
・
・
・
。 

 

テ
キ
ス
ト
に
は
冬
山
へ
の
い
ざ
な

い
と
あ
る
の
に
内
容
は
冬
山
の
困
難
、

寒
さ
！
！
ほ
ら
や
っ
ぱ
り
怖
い
事
だ

ら
け
・
・
・
冬
山
の
気
象
、
冬
山
の

危
険
、
悪
天
候
、
雪
崩
、
強
風
、
凍

傷
、
低
体
温
症
・
・
・
ワ
ッ
、
ま
す

ま
す
嫌
！ 

 

怖
い
話
し
で
、
十
分
な
準
備
、
体

力
、
知
識
、
技
術
が
ど
れ
だ
け
大
切

か
と
理
解
し
た
上
で
、
冬
山
装
備
か

ら
本
格
的
な
授
業
で
す
、
装
備
に
は

じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
実
物
を
見
な

が
ら
の
解
説
、
雪
山
で
は
装
備
が
と

て
も
大
切
と
力
説
！
私
達
も
納
得
！

歩
く
基
本
、
ピ
ッ
ケ
ル
、
ビ
ー
コ
ン

の
使
い
方
、
気
象
、
雪
崩
の
解
説
と

多
岐
に
わ
た
る
授
業
、
最
後
の
『
雪

山
で
遊
ぶ
』
で
危
険
は
装
備
と
知
識

で
回
避
し
冬
山
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

と
、
ま
だ
ま
だ
教
え
た
い
事
が
あ
り

キ
リ
が
あ
り
ま
せ
ん
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。 

 

明
日
の
実
技
講
習
怖
く
て
嫌
！
と

思
っ
て
い
た
私
で
す
が
、
お
借
り
し

た
ピ
ッ
ケ
ル
を
持
っ
て
雪
山
に
行
っ

て
み
よ
う
か
な
と
思
わ
せ
て
く
れ
る

授
業
で
し
た
。 

 

テ
キ
ス
ト
の
締
め
く
く
り
は
、
冬

に
な
っ
た
ら
冬
眠
す
る
熊
さ
ん
で
な

く
、
雪
山
を
駆
け
回
る
カ
モ
シ
カ
に

な
り
ま
し
ょ
う
〜
明
日
は
皆
で
カ
モ

シ
カ
に
な
り
ま
す
！
！ 

 

【
実
技
講
習
】 

 

学
生
時
代
、
一
番
苦
手
で
嫌
い
な

科
目
は
体
育
・
・
・
好
き
な
科
目
は

美
術
と
家
庭
科
、 

好
き
な
山
は
鎌
倉
ア
ル
プ
ス
、
レ
ベ

ル
が
低
す
ぎ
〜
こ
ん
な
私
が
な
ぜ
こ

こ
に
！
！ 

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
、
す
み
ま

せ
ん
先
生
方
！
！ 

 

最
後
の
実
技
は
七
時
に
北
浦
和
に

集
合
、
バ
ス
で
那
須
岳
に
時
間
通
り

出
発
。 

途
中
、
お
菓
子
の
城
で
ア
イ
ゼ
ン
意

外
の
装
備
を
つ
け
ま
す
、
靴
、
ア
ウ

タ
ー
ウ
ェ
ア
上
下
、
ス
パ
ッ
ツ
な
ど
、

風
が
強
く
木
々
が
揺
れ
て
い
ま
す
、

先
生
方
が
「
今
日
は
風
が
強
い
な
ぁ

ー
上
は
も
っ
と
強
い
か
ら
な
ぁ
」
と

話
し
て
い
ま
す
、
ワ
ァ
ど
う
し
よ
う

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
頑
張
ら
な
き

ゃ
〜
〜
緊
張
し
ま
し
た
。 

 

午
前
十
時
二
十
二
分
大
丸
温
泉
駐

車
場
着
こ
こ
か
ら
は
班
ご
と
の
行
動

で
す
、
私
は
１
班
、
私
以
外
は
若
者

達
お
ば
さ
ん
頑
張
り
ま
す
！
！
ア
イ

ゼ
ン
を
つ
け
る
の
も
皆
さ
ん
ス
ム
ー

ズ
、
昨
夜
主
人
に
笑
わ
れ
な
が
ら
練

習
し
て
よ
か
っ
た
ぁ
〜
迷
惑
か
け
ず

に
済
み
ま
し
た
。 

 

伊
藤
先
生
を
先
頭
に
私
、
若
者
達
、

小
松
先
生
と
続
き
ま
す
。 

昨
日
の
テ
キ
ス
ト
は
写
真
も
多
く
初

心
者
で
も
分
か
り
や
す
か
っ
た
、
早

速
ピ
ッ
ケ
ル
を
片
手
に
ア
イ
ゼ
ン
ワ

ー
ク
で
す
、
い
い
天
気
空
が
青
い
、

雪
が
真
っ
白
、
気
持
ち
い
い
！
！ 

物
足
り
な
か
っ
た
の
か
、
１
班
の
若

者
１
人
が
わ
ざ
と
新
雪
に
入
り
ラ
ッ

セ
ル
・
ワ
ー
ク
、
元
気
だ
な
ぁ
と
感

心
し
て
い
た
ら
先
生
か
ら
『
そ
れ
じ

ゃ
〜
１
班
先
頭
で
ラ
ッ
セ
ル
・
ワ
ー

ク
』
と
声
が
か
か
り
若
者
が
先
頭
で

嬉
し
そ
う
に
新
雪
を
ス
イ
ス
イ
！
鎌

倉
ア
ル
プ
ス
と
は
レ
ベ
ル
が
違
う
な

〜
こ
の
レ
ベ
ル
の
差
を
上
手
く
ま
と

め
て
く
だ
さ
る
先
生
方
の
気
の
配
り

方
は
絶
妙
で
す
心
か
ら
感
謝
し
つ
つ

進
み
ま
す
。 

登
る
ほ
ど
風
が
強
く
な
り
、
気
持
ち

い
い
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
途

中
ピ
ッ
ケ
ル
の
持
ち
方
や
強
風
時
の

姿
勢
、
歩
き
方
の
基
本
な
ど
を
学
び

な
が
ら
、
テ
キ
ス
ト
を
思
い
出
し
地

吹
雪
で
飛
ば
さ
れ
そ
う
に
な
り
な
が

ら
先
生
の
お
話
し
を
真
剣
に
聞
き
ま

す
！ 

峰
の
茶
屋
入
口
に
午
後
〇
時
三
十
分

着
、
強
風
で
こ
こ
ま
で
と
決
ま
り
写

真
を
撮
っ
て
下
山
で
す
。 

十
二
時
五
十
六
分
お
昼
ご
飯
、
行
動

食
の
注
意
で
飲
み
物
は
ぬ
る
め
の
お

湯
が
サ
ッ
パ
リ
し
て
い
て
寒
い
時
に

は
暖
ま
る
、
お
に
ぎ
り
は
冷
た
い
の

で
パ
ン
が
い
い
で
す
よ
と
教
え
て
頂

き
助
か
り
ま
し
た
！−

5

度
で
の
食

事
は
寒
か
っ
た
〜
小
松
先
生
が
振
る

舞
っ
て
く
れ
た
お
餅
入
り
の
お
汁
粉
、

−
5

度
で
食
べ
る
お
汁
粉
は
も
の
す

ご
く
美
味
し
か
っ
た
で
す
！
！ 

お
汁
粉
の
後
は
、
雪
崩
の
勉
強
と
弱

層
テ
ス
ト
、
本
当
に
パ
カ
ッ
と
容
易

に
断
面
が
ず
れ
ま
し
た
、
雪
山
で
の

ビ
ー
コ
ン
の
大
切
さ
も
理
解
で
き
ま

し
た
。 

横
穴
式
雪
洞
を
先
生
方
が
掘
っ
て
く

だ
さ
り
雪
洞
に
入
っ
た
り
と
盛
り
沢

山
な
授
業
が
続
き
ま
す
。 

下
山
す
る
途
中
、
ラ
ッ
セ
ル
で
坂
を

登
る
練
習
を
し
ま
し
た
が
、
足
が
雪

に
ズ
ブ
ズ
ブ
入
り
足
下
が
崩
れ
る
ば

か
り
で
と
う
と
う
登
れ
ま
せ
ん
で
し

た
・
・
・
若
者
達
は
シ
ッ
カ
リ
登
れ

て
ま
し
た
ぁ
〜
。 

十
四
時
二
十
七
分 

１
班
大
丸
温
泉

駐
車
場
に
無
事
に
到
着
！ 

ホ
ッ
と
し
て
帰
り
の
バ
ス
で
は
爆
睡
、

回
っ
て
き
た
マ
イ
ク
に
驚
き
、
寝
ぼ

け
て
い
て
キ
チ
ン
と
挨
拶
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
、
す
み
ま
せ
ん
・
・
・
。 

 

１
班
松
本
、
雪
山
は
寒
か
っ
た
で

す
、
装
備
、
事
前
の
準
備
、
地
図
、

コ
ン
パ
ス
、
行
動
食
、
雪
崩
、
遭
難
、

沢
山
の
事
を
学
び
感
謝
で
す
！ 

 

１
班
で
ご
一
緒
し
た
愛
さ
ん
、
優

し
く
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
〜
。 

先
生
方
、
レ
ベ
ル
の
違
う
私
達
を
分

け
隔
て
な
く
ご
指
導
く
だ
さ
り
心
か

ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
、
最
後
の
授

業
も
楽
し
か
っ
た
で
す
、
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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岩
登
り
ネ
ッ
ト
活
動
報
告 

月
日
：
１
月
２
６
日
（
日
） 

場
所
：
日
和
田
ゲ
レ
ン
デ 

参
加
：
合
計 

７
名 

【
岩
ネ
ッ
ト
に
参
加
し
て
】 

１
月
２
６
日
、
念
願
の
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
デ
ビ
ィ
ー
を
日
和
田
山
（
男
岩
）

で
果
た
し
た
。 

９
時
に
集
合
し
、
練
習
開
始
。 

マ
ル
ハ
の
私
は
、
手
始
め
に
松
本
理

事
か
ら
ハ
ー
ネ
ス
の
装
着
方
法
や
ザ

イ
ル
と
の
接
続
方
法
等
、
用
具
の
使

用
に
関
す
る
説
明
を
受
け
た
。 

そ
の
後
、
水
谷
講
師
か
ら
岩
へ
の
手

の
か
け
方
や
足
の
動
か
し
方
と
い
っ

た
基
本
的
動
作
の
指
導
を
受
け
、
人

生
初
の
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
へ
。 

 

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
ス
ム
ー
ズ
な
動

き
を
目
の
当
た
り
に
し
た
私
は
、
マ

ル
ハ
と
は
い
え
、
過
去
の
登
山
経
験

や
参
加
者
と
の
年
齢
差
を
理
由
に
、

軽
や
か
な
動
き
を
す
る
自
ら
を
想
い

浮
か
べ
て
岩
へ
と
取
り
付
い
た
。 

が
、
結
果
は
…
。
い
く
ら
も
移
動

し
な
い
う
ち
に
行
き
場
を
失
う
ほ
ど
、

難
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
は
。 

こ
れ
は
後
で
わ
か
っ
た
こ
と
だ
が
、

私
の
動
き
は
歩
幅
が
広
く
、
重
心
は

常
に
体
の
中
心
に
置
か
れ
た
ま
ま
で

体
重
の
移
動
が
な
い
。
４
、
５
歩
進

む
と
、
手
足
の
伸
び
き
っ
た
い
わ
ゆ

る
大
の
字
の
体
制
と
な
り
、
岩
に
べ

ば
り
つ
い
た
ま
ま
微
動
だ
す
ら
で
き

な
い
状
況
に
陥
っ
た
。
そ
こ
に
、
こ

の
冬
一
番
の
寒
波
で
冷
え
た
岩
盤
が

指
先
の
感
覚
を
奪
う
。
す
ぐ
さ
ま
耐

え
ら
れ
な
く
な
り
、
転
落
と
い
う
結

末
が
二
度
三
度
続
い
た
。 

水
谷
講
師
か
ら
、
体
重
を
左
右
に

移
動
さ
せ
る
よ
う
に
と
の
ア
ド
バ
イ

ス
が
出
る
。
続
け
て
、
松
本
理
事
か

ら
は
、
歩
幅
は
狭
く
、
次
の
足
場
を

考
え
な
が
ら
、
動
作
を
起
こ
す
よ
う

に
と
の
指
示
が
飛
ぶ
。
両
名
の
助
言

は
的
確
で
、
よ
う
や
く
そ
れ
ら
し
い

動
き
？
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
移

動
距
離
は
飛
躍
的
に
伸
び
た
。
こ
ん

な
状
況
で
午
前
の
部
は
終
了
と
な
っ

た
。 動

き
の
止
ま
る
昼
食
時
間
は
体
の

冷
え
が
加
速
す
る
、
と
思
い
き
や
、

水
谷
講
師
か
ら
「
お
し
る
こ
」
の
差

し
入
れ
が
あ
っ
た
。
こ
の
計
ら
い
に

は
皆
脱
帽
で
あ
っ
た
（
水
谷
講
師
、

ご
馳
走
さ
ま
で
し
た
。
）
。 

午
後
の
部
と
な
り
、
男
岩
の
上
部

に
は
日
光
が
差
し
込
む
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。
主
観
的
な
認
識
で
申
し
訳

な
い
が
、
両
名
か
ら
助
言
を
得
た
後

の
動
き
は
軽
快
で
、
登
る
度
に
そ
の

移
動
距
離
は
伸
び
て
い
っ
た
。 

最
終
の
ト
ラ
イ
と
な
っ
た
８
、
９

本
目
に
は
、
テ
ン
シ
ョ
ン
を
か
け
て

も
ら
い
な
が
ら
、
岩
の
最
上
部
を
目

指
し
た
。
や
が
て
到
達
し
、
し
ば
し

ザ
イ
ル
に
身
を
預
け
て
の
ひ
な
た
ぼ

っ
こ
と
な
っ
た
。
そ
こ
か
ら
初
動
で

立
ち
往
生
し
た
辺
り
を
見
下
ろ
し
た

時
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
初
日
と
は
い
え
、

こ
の
日
の
成
果
に
驚
き
を
覚
え
る
と

と
も
に
、
お
二
人
に
よ
る
指
導
の
大

き
さ
に
感
服
し
た
。 

帰
り
支
度
後
の
打
ち
合
わ
せ
で
、

次
回
の
開
催
日
は
２
月

1
7

日
と
な

っ
た
。
次
回
ま
で2

0

日
ほ
ど
の
期
間

が
空
く
。
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埼玉県勤労者山岳連盟 第４６期定期総会開催のお知らせ 

２０１３年度の活動方針などを討議し皆様とともに労山運動を進める為の定期総会

を下記のとおり開催いたします。 

 

日 時：３月２４日(日)受付 AM9 時～ 開会 9 時 30 分～閉会 16 時 30 分予定 

場 所：さいたま市浦和コミュニティセンター１０Ｆ 大１３集会室 

さいたま市浦和区高砂町 １１－１ ☎０４８－８８７－６５６５ 

議 題 2012 年度 活動報告、会計決算・会計監査報告 

  2013 年度 活動方針(案)、予算(案) 

  2013 年度 新役員選出など 

＊総会終了後、交流を深める為に懇親会を予定しております。多くの皆さんの

参加をお願いします。 

 【連絡・問合せ先】  県連盟事務局長 木村哲也  

〒361-0023 行田市長野 1816－3 TEL：048－554－3429  080－1146－7760 

メール：thtu2002@bb.knet.ne.jp 

 

第１８３号     ２０１３年    ３月  ３日（日）発行          埼  玉  労  山      （  ５  ）     
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12 月～4 月 県連活動報告・計画 

12/ 1～2  登山学校｢総合登山講座｣ 24 名 

       西上州・鍬柄山～荒船山 

12/ 3     救助隊雪上搬出技術学習会 

12/ 5     三役会議 

12/ 8     救助隊雪上搬出訓練(中止) 

12/21     第 10 回理事会 

12/24     岩ネット 

（25 年） 

 1/ 9     三役会議 

1/17     西部ブロック会議、南部（1/18） 

 1/19.20  登山学校｢雪山入門講座｣那須岳 

 1/21     女性委員会 

1/22     救助隊新年会 

1/26     岩ネット    ７名 

1/27     遭難防止・安全教育担当者会議 

      第２回評議会 

1/30     第 11 回理事会・ＨＣ委員会 

2/ 2    登山学校閉校式 

2/ 4     救助隊第６回役員会 

2/ 6     三役会議 

2/15     南部ブロック会議 

2/16～17 全国総会 

2/17     地図読み（初級）実技講座 

2/23     岩ネット    ８名 

2/24     南・西部ブロック 

玉原スノーシュー交流ハイク 

2/25     登山学校準備会 

2/27    第 12 回理事会 

3/ 3     地図読み（中級）実技講座 

山スキーネット（日白山） 

  3/ 6     三役会議 

 3/15     南部ブロック会議 

3/16～17 中部ブロック雪山交流阿能川岳 

3/18     雪山ネット打ち合わせ 

3/21     第 13 回理事会 

 3/24     第４６期埼玉県連総会 

（浦和コミュニティセンター）

第 13 集会室  

 

3/30～31 雪山ネット「雪山初級・テント泊」 

             頸城・黒姫山 

4/ 1     救助隊総会  4/ 6  所沢総会 

4/ 7     新座・峠山の会 総会 

4/14     三郷山の会総会・20 周年記念 

4/15     雪山ネット打ち合わせ 

4/20～21 雪山ネット「雪山中級・雪洞泊」 

上越・日白山 

4/27     わらび山の会総会・40 周年記念 

 4/27～28 足尾植樹会 
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【編集後記】 

 3 月(弥生)に入り、先ごろには春一番も吹くなど季節は寒い冬から確実に暖かな春の季節を

迎えようとしています。久しぶりに散歩に出かけた見沼たんぼの暖かな陽だまりでは、早くも

ホトケノザやイヌフグリの小さな野草が可憐に咲き、住宅の中庭の紅白の梅も満開となり、水

仙の花もみるみる内に大きく伸びて今にも開花しそうに花蕾が重たげです。 

この時期、湯河原幕山や水戸の偕楽園等では梅祭りが始まり、伊豆河津では早咲き桜の河津

桜と菜花の競演が、そしてまた両神村堂上（セツブン草）小鹿野町・四阿屋山（福寿草）橋本

や片倉城址、佐野の三毳山（カタクリ）といったなじみの花の名所はこれから花見客で賑わい

をみせる事と思います。 

 反面、山々ではまだまだ雪も深く冬の装いで、年末やここ春一番後にも大荒の天気が続き、

日本海側や北海道の北国では降雪量が例年にない大記録となり、屋根の雪降ろしや除雪対策で

大変と聞いています。現にスノーシューに出かけた裏磐梯高原や玉原高原でも半端じゃない雪

に圧倒されてしまいました。 

さて、機関紙担当として３年間機関紙発行に関わって来ましたが、このあたりで機関紙の内

容や発行体制等の刷新も含めて、新たに機関紙担当者を選任していただけたらと思います。 

順番で言えば西部から南部ブロックと担当して来た経緯から、中部ブロックからの選任を希望

するものです。 

今期最後の機関紙発行を終えて、機関紙発行が遅れがちで不定期になってしまいました事、

まずはお詫びし、今後とも皆様の積極的なご協力と原稿の寄稿をお願い致します。（澤） 
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県連機関紙「埼玉労山」 

原稿募集中 

 県連に加盟する各山岳会のＨＰや

会報、ニュースを閲覧していると、

本当に積極的に山行や会運営活動

をされています。 

是非、最近の会山行記録等「会山

行記録」や会の特徴やユニークな会

活動等「会紹介・会の動き」の原稿

を機関紙委員会に寄稿して下さ

い！また、特集として「わが会得意

な山料理・鍋」、「故郷の山、里山」、

また、「新年の冬山合宿、雪山山行

記録」等の季節にあった記録やエッ

セーや紀行等も随時募集中です。 

機関紙委員会   澤藤  

sawahuzi1040yamato@hotmail. 

co.jp 

 

 

  裏磐梯高原・五色沼にて 


